
                                                       

 
2学期の決意 

９月１日，始業式が行われ，各学年の代表が２学期の決意を述べてくれました。１年代表の福重 
徠さん「行事多い２学期，先輩の行動を見て多くのことを取り入れていきたい。」 ２年村下綾乃さ
ん「授業では分からないことを分かるようになり，志望校を目指したい。学校の中心となる準備を
進めていきたい。」 ３年児玉優人さん「九州総体に出場し忙しい夏休みだった。応援団もあるが
１，２年の復習を行い受験に備えたい。」 生徒会鎌田優茉さん「全国総体には行けなかったが，悔
いのない部活動だった。これからは進路を決めていく時期。実力を付けていきたい。」と皆，立派に
発表してくれました。 
 
希望に満ちた，夏より熱い青春を 
～掴み取れ勝利，咲き誇れ笑顔～ 

９月 10 日（日）に，第 14 回体育大会を４年ぶりに入場制限もなく，
午後まで実施しました。国体の関係で，昨年より一週間早い開催となり
ましたが，１学期から大会実行委員長で生徒会保体部長の鎌田優茉さん，
副部長の上野太惺さん，生徒会長の前田桃嘉さん等を中心に全体練習を
行い，準備を進めてきました。応援団も，団長の橋元侃太郎さん，美坂瑛
人さん，芝尾清志朗さん，副団長の田中椛杏さん，堂脇紗耶香さん，西村
萌々香さんを中心に夏休みから練習に取りかかりました。当日は入場行
進から開会式，エール交換，短い練習期間でしたが，立派な姿が見られ
ました。競技や演技も全力で行い，役員の動きも申し分ありませんでし
た。応援テントでは，応援団を中心に，午前中から元気よく各団を盛り
上げてくれました。１日開催になったことで，学年種目の長縄とび，金輪回し，ムカデリレー，部
活動紹介，PTA 種目の綱引きなども実施することができ，大いに盛り上がった体育大会となりまし
た。朝早くから熱中症対策のための氷の準備，学校周辺の違法駐車への呼びかけ，テントでの見守
り，救護の手伝いなど保護者の皆様にも大変お世話になりました。御陰様で子どもたちも心に残る
最高の体育大会を行うことができました。ありがとうございました。 
 

社会福祉作文最優秀賞 
９月３日（日），垂水市文化会館において「垂水市社会福祉大会」が開催され
ました。表彰式では，「垂水市保健・福祉作文コンクールで最優秀賞を受賞し
た小学校から高校生までの４人が表彰を受け，その後，作品発表が行われま
した。垂水中央中学校からは，
１年１組戸越瑞月さんが受賞し
ました。 

 荷物抱えた高齢者に，「手伝いましょうかと」いう勇気
が言えなかった自分を見つめなおし，「まずはあいさつか
ら」と心に決め，思い切ってあいさつしたら，自然と「荷
物持ちましょうか」と言えた自分を発見できたこと，とて
も心温まる作文を紹介してくれました。 

 
 
垂水市保健・社会福祉作文コンクール 

最優秀賞 １年 戸越 瑞月「声をかけることで増える笑顔」 
優秀賞  ２年 瀬脇 莉乃  ３年 田中 椛杏，前田 千智 

第71回理科に関する研究記録等に係る垂水市審査結果 
 研究記録部門 特選 １年：岩元彩葉    ２年：岩﨑莉未  
             入選 １年：野田琶子，濵 凌央，安藤冴羽，久木田健成 

                ２年：緒方 蘭，大薗心乃，中村朋香，迫田梨希，久留 愛美 
標本の部     入選 １年：宮迫律希    2年：中馬文翔 

第66回県児童生徒作文コンクール垂水市審査結果 
 １年生 特選：  遥音 入選：福島輝龍 
 ２年生 特選：前田陽菜 入選：山本悠生，川畑愛絆 
 ３年生 特選：前田桃嘉 入選：白窪結依，平野天慎 

日 曜 10月の主な行事 

３ 火
水 

第２回定期テスト（～５日） 

６ 
 

金 命に関する出前授業，英検 

７ 土 燃ゆる感動かごしま国体開会式 

11 水 国体フェンシング学校観戦 

14 土 立会演説会・生徒会役員選挙 

18 水 ３年実力テスト・新人戦（～19日） 

27 金 第 14回文化祭 

 
垂水市立垂水中央中学校 

校訓「創造」「感動」「鍛錬」 
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